
　昨年の原発事故から１年半がたちましたが
福島で暮らす人々を取りまく状況は依然きびしく
特に乳幼児や育ちざかりのこどもがいる家庭では

先の見えない不安やストレスを抱える日が続いています。
ささやかでも心をこめたプロジェクトで

家族そろって元気を充電してもらえるよう
一緒にサポートしてください

家族でのんびりツアー in はむら
ボランティア＆カンパご協力のお願い

晩秋の連休に、東京の小さな町「羽村」での
２泊３日の保養ツアーを計画しました。

福島在住でお子さんのいるご家族４～５組を招待します。
ボランティアスタッフによる運営で、費用はすべて有志のカンパでまかなわれます。

充実したツアーになりますよう、どうかご支援をお願いいたします。

「福島のこども疎開保養プロジェクト」 は

こどもを守りたいという思いでつながって

いる多摩地域の有志の集まりです。

主旨に賛同してくださる方々のカンパを

元に、 昨年夏は神奈川県の藤野町へ３泊

４日の川遊びツアー、 お正月は２泊３日の

沖縄ツアー、 ゴールデンウィークには２泊

３日の清里ツアーを行ってきました。

他の保養プロジェクトともゆるやかにつな

がりながら、 地域に根ざした長期的な　

視野での支援を目指しています。

　【開催内容】
　■ 対象：福島県に在住の、お子さんのいるご家族４～５組
   ■ 日程：2012 年 11 月 23 日（金・祝）～25 日（日）　 2 泊 3 日
   ■ 宿泊場所：割烹旅館　玉川苑（東京都羽村市羽中 4-12-1）
   ■ 費用：全額を有志による寄付（カンパ）で運営。予算約 30 万円
　   　　    福島からの参加者の宿泊費、食事代、プログラム実施にかかる
　　　　 　費用は全額無料。福島からの交通費を一家族２万円支給予定
　　　　　　　※参加者全員の保険加入費用も予算に含む
   ■ 参加者募集：
　　　　下記の賛同団体のほか、「子どもたちを放射能から守る全国ネット
　　　　ワーク」、いわき放射能測定室「たらちね」を通じて募集

　■プログラム内容（予定）：
　 1 日目　午後：玉川苑集合 →夜：歓迎パーティー
 　   2 日目   午前：羽村市動物公園（見学、えさやりや触れ合い体験等）
   午後：体育室や屋内アスレチックのある児童館で自由時間
                       夜： のんびり夕食＆親子それぞれのリラックスタイム
　   3 日目　モノ作りやアロマ等のワークショップ、親子遊び →午後解散

　　　　　　　　カンパお振込先
　ゆうちょ銀行　　　口座記号番号 ： ００１９０−７−４８５３３８　
　口座名称 ：｢福島のこども疎開保養プロジェクト｣

　※他行からお振込の場合
　ゆうちょ銀行　店名 ：〇一九 （ゼロイチキュウ） 店 （０１９）
　預金種目 ： 当座　　　口座番号 ： ０４８５３３８ 　
　

■ 主催：福島のこども疎開保養プロジェクト　　　
https://sites.google.com/site/sokaihoyoproject　
■賛同団体：
    ガウスネット（電磁波問題全国ネットワーク） 
　放射線被害から子どもを守る会はむらっこ
　つながろう！放射能から避難したママネット＠東京

■お問い合わせ先（事務局所在地）
　福島のこども疎開保養プロジェクト 代表：関口英代
　TEL/FAX ０４２－５７８－２４５５　
　メール：sokaihoyo@gmai.com
　〒205-0016 東京都羽村市羽加美 1-37-10
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期間中のボランティア参加者募集！(数時間でもOK）
　　お手伝い可能な日時を右記の事務局までお知らせください


